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要介助高齢者の日常生活動作を構成する動作領域特性の検討
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目的　一次元尺度が仮定された要介助高齢者のADL指標を用い，ADL得点分布および健康度

・体力自己評価の観点から，ADL動作領域特性を明らかにすることである。

方法　対象は，60歳～98歳の要介助高齢者466人であった。7動作領域を代表する17のADL項目

（2段階評価尺度）を選択した。健康度および体力自己評価についても回答を得た。調査へ

の回答は，調査対象施設の職員（OT，PT，看護婦，ソーシャルワーカー）に依頼した。各

ADL領域得点別に総合得点の累積相対度数分布を作成した。各領域得点について健康度・

体力自己評価のカテゴリ間差を検討した。

結果　各領域得点別のADL総合得点の累積相対度数分布曲線は領域得点の増加に伴い，段階的

に高得点域にシフトした。姿勢変化・保持動作，トイレ動作，および手指動作がO点の者は

総合得点も低く，歩行動作および更衣動作が満点の者は総合得点が高い。また，すべての動

作領域で，健康度および体力自己評価が高い者ほどADL能力に優れる傾向が確認された。

結論　いずれの動作領域も動作能力水準を広範囲にわたり段階的に評価可能である。姿勢変化・

保持動作，トイレ動作，および手指動作の能力水準が低い者は総合的な動作能力水準も低

く，歩行動作および更衣動作の能力水準が高い者は総合的な能力水準も高い。いずれの動作

領域も健康度および体力に関する自己評価が高い者ほど動作能力に優れる傾向にあるが，そ

の関係における顕著な動作領域特性は認められない。
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